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推薦理由：  
 
燐灰石をはじめとする燐酸塩鉱物は，通常の化学組成の珪酸塩岩石にも副成分鉱物として広く存在する。しかしそれらの岩石学的役割

には，未解明の点が多い。燐灰石が高温変成岩・火成岩から低温熱水性の環境まで幅広く産出する一方，副成分として産する他の燐酸塩

鉱物はかならずしも同様の産状にない。天然での燐酸塩鉱物の多様な産状は，このグループがメルトおよび流体と固体岩石の相互作用，

とくに高温変成岩でのメルト生成過程を解明する上で重要な手掛かりとなる可能性を示唆する。本研究は，   
 

東南極，リュツォ・ホルム岩体のグラニュライト相変成岩中のザクロ石斑状変晶に，燐の組成累帯が存在することを見出し，この組成累

帯と燐灰石およびモナズ石という2種類の燐酸塩鉱物の包有関係が密接に関連すること，また，通常の珪酸塩変成鉱物の包有関係も対応し

て系統的に変化することを，丁寧に記載した。このデータにより，対象としたザクロ石の主成分元素組成累帯が拡散によって改変されな

がらも，この鉱物の部分的分解を含む幾多の変成反応や部分溶融など，岩石の複雑な形成史を明らかにすることに成功した。珪酸塩鉱物

中の燐の存在度は極めて低く，データを取得すること自体大変困難である。本研究の成功例は，燐の組成累帯や燐酸塩包有物鉱物が，他

の包有鉱物同様に高温型変成岩の変成履歴解明の手掛かりとなることを明確に示し，高温型・超高温型変成作用の研究を推進する手がか

りとしたと言える。よって平成22年度日本鉱物科学会論文賞に値する研究として表彰する。 

http://www.jstage.jst.go.jp/article/jmps/105/4/175/_pdf

